







































































寛有り。才子の称有り。今浪華に住む」と述べており、 「才子」 すなわち際立って才能のある人 して評価している　
天明元年（一七八一） 、広島藩儒に登用され、江戸勤番を並行して務
























































春水は、この序文を書いた時点で麗女の旅を「去歳」と表現して る。これが、 「前年」の意で使われているか、 「過ぎ った年」の意とし 使われているのかはここだけ は判断できないのだが、 先に述べると前年、すな ち一年前 意味で使われている。これについては後述する。　「勢の慶德君」とは、伊勢の慶德家雅を指し、麗女の夫家雅のこと。家雅は妻を伴って五畿を巡ったとある。この「室君」 、つまり麗女につ







くこれを余に寄示す。その挙を賛成し、且つ芳野より勢に到れと慫慂す。且つ謂ふ、 「吾が 屡々津城の文学奥田文を邀ふ。その人歯ひ八十余なり。故を以て 妻能く老人 眠食侍養に慣ふ」と。書字殷勤の感喜駢び至る。 ）
































雅に送っ として、 「報ずるに匪ずや。永く以って好みを為さん」と結んでいる。恩に報いるのではないとするこの「恩」とは、惟清と春水に伊勢へ来るようにと誘ったことを指す 考えられ、その好意がなく も序文は書くつもりであったという春水の意図を示すものと解釈できよう。最後の「永く以って好みを為さん」とは、序文を寄せることを契機として、今回限り はなく、文学的な交流が続くことを望む春水の意が示されているのである。　
以上、序文には、麗女に対してと『初午の日記』について賛辞を送り、
家雅との手紙のやり取りによる序文依頼の経緯 、それに関わる春水の吉野の旅のことが書かれていた。序文からする 、春水と麗女、家雅とは、 『初午の日記』 旅で面会したものの、春水の序文執筆まで、それほど深い付き合いではなかったよう しかし 春水は麗女の『初午の日記』を読み、本序文をき かけと て、麗女と文学的な交流を持つ意志があったのだろう 推測される　　　
六、春水『在津紀事』









 戊戌の歳、復た家君を催して曰ふ。 「芳野の遊、豈に意無からんや」と。千齢郷に在り、従臾して賛成し、復た奉じて来る。三月十又九日と為す。嘗て芳野の花期失 易きを慮り、周く爰に諮詢し、供を結び装を理むることも亦た已に粗定まる。 越に廿又一日大坂を発す。














だ帰途になく 大坂への帰着は早くとも 十四日以降 思われ 『初午の日記』の序文執筆はその後と考えるのが妥当であろう。　　　
七、まとめ
　『初午の日記』春水序文は、安永七年三月二十一日に大坂を立ち、翌二十二日に吉野に至って後、二十四日以降から同年内に執筆されたものであるということが『在津紀事 と 比較で特定できた。　また、安永六年『初午の日記』の旅の後、春水の『初午の日記』序文
成立までの間に、家雅と春水とに手紙のやり取りがあったことが判明した。これは、家雅を介してはいるも の、麗女と奥田三角と 交流を引き合いに出しているこ からも、家雅と春水一対一の関わりではなく麗女も含んでの関係と見てよ ろう。　
麗女が春水に序文を依頼した動機は判然としない。 『初午の日記』で
記される麗女の安永六年の旅で関わった人物から選んだのだろうが、以前からの親しい付き合いがあったわけでもなく 和文の紀行文を読んで評価する人物と て適して るかと考え 、春水が朱子学者である点からふさわしいとは言い難いように思われ 。
　
麗女が春水に序文を依頼したのがいつなのか、安永七年の春水の旅の
前か後かも不明だが、春水の『初午の日記』序文執筆を巡る言、 「報ずるに匪ずや。永く以って好みを為さん」は、麗女の好意の見返りに序文を書いたのではない由を強調しているように解釈できる。故に、安永七年の春水の旅 前にすでに序文執筆依頼が為されており、旅を巡る家雅との手紙の応酬の後に序文を書いたために、 「報ずるに匪ずや」と言い添えたとも考えられよう。麗女は、旅の後、序文を春水に依頼し、交流のきっかけ したのではないか　
なお、春水と麗女、家雅は、現在確認出来る限り、序文以降その後の
交流が見られる資料はない。春水は天明元年（一七八一） 広島藩儒に登用されて大阪を離れているため、 交流が続かなか ものと思われる。註（
（）
 竹林貫一『漢学者伝記集成』 （關書院、一九二八）参照。なお、本書には頼山陽編『先






























































































































































































































































































no nikki, Zaishin kiji
